
令和5年度　学校評価表

学校評価の流れ（※令和5年度の学校評価が令和6年度および令和7年度の教育活動につながる部分のみ表記しています。）

校区教育協働委員会

品川区立旗台小学校 校長 遠藤　和朗

旗台小学校校区教育協働委員会 委員長 小林　福太郎

　校区教育協働委員会は、品川区校区教育協働委員会設置要綱（改正  令和5年３月２４日 教育長決定 要綱第５号）
に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。
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令和５年度　学校評価　品川区立旗台小学校

評価項目１　学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

日常の授業において、基礎・基本の定着を図
り、区学力定着度調査で、各教科の平均正
答率が区平均を上回るようにする。

・特に算数や言語分野、漢字などは前学年までの内容が定着していない児
童が多い。普段の授業では、前学年の内容を復習しつつ授業を行った。
・学校全体で計画的に学力向上に取り組む体制が必要である。 B

授業において、児童が話す活動、書く活動を
取り入れ、表現力の向上に努める。

・話す・書く活動を取り入れることで、児童が新しく意見をもつきっか
けになった。 B

五中グループとの小中合同研究会を計画的
に実施し、市民科一貫プランを実践する。

・市民科一貫プランの計画を十分に理解できていない。
・五中グループとの連携内容に関して理解が不十分である。 B

帯の時間やスタディタイム、地域未来塾を活
用し、基礎・基本の定着を図る。

・基礎基本の時間で漢字の学習を進められることで、授業でじっくり考える時
間を確保することができた。
・スタディタイムの活用について教員の意識を高め、有効活用していく。 B

家庭の協力を得て家庭学習を行い、家庭学
習の習慣が身に付いている児童の割合を
90％以上にする。

・宿題や提出物をそろえることを徹底できていないクラスがある。
特に学力に難ありの児童は家庭での協力は得られないことが多い。 B

②

・基礎基本を漢字だけでなく、算数なども体系的に帯で
学習を進めるといいのではないかと思うが、そのため
の教材の準備が必要。算数少人数などが計画し、体系
的に全校で取り組めたら学力向上につながるのではな
いか。
→学校改革部を中心に教材を作成、あるいは選択して
実施する。

・児童の表現力の向上に向け、話す活動、書く活動の
指導について、取り組みの共有や系統性のある指導、
校内での統一した手だて等、校内研究等で深めてい
く。
→来年度の校内研究等で共通理解し、指導に生かす。

・市民科一貫プランについての理解が徹底していない。
→年度初めに全員で確認する。

・スタディタイムの指導を計画的に行い、成長を見取り
たい。
→児童の学力向上に向け、少人数算数や学校改革を
中心に、各学年でおさえておくべき必須事項や、学力テ
ストをもとにした補修計画等を作成し、基準を明確にし
た上で系統的なスタディタイムの補習を行う。

(その他)
・教員の指導力向上のため、諸先輩方にアドバイスを
聞き、改善を図っていく。
・学習の課題の出し方を工夫するために、学校全体で
学習意欲を高める方法が上手な諸先輩や管理職に助
言いただき、改善していく。

・家庭学習については二極化している。
→家庭での学習習慣が身に付かない児童には、
学校で対応するなどの柔軟な対応をしたい。

・「学び」の共通理解が教師間でできていない。
→次年度以降は、「学び」の取り組みではなく、よ
り各学年の児童の実態に合った、基礎基本の定
着を重視した宿題に取り組んでいく。

○荏原第五中学校と中学校区の小学校との連携を通して、義務教育９年間の全教育活動を通して学力の定着と向
上に努める。
・基礎的・基本的な知識や技能の習得
・タブレット端末を効果的に活用し、学習に対する意欲の向上、苦手意識の払拭のための指導の工夫
・日常の学習指導を通して、話す力、書く力、つなぐ力を育成する。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①



週末には３年生以上の児童に「学び」の宿題
を課し、児童自身の興味・関心のある主体的
な学習の機会を与える。

・学習に前向きな子と意欲の低い子の差が大きい。
・高学年は宿題として「学び」をやる余裕がないように思う。
・「学び」については、週末には出していないが、市民科や他の教科
などでテーマにあった調べ学習などを行った。宿題の「学び」につい
ては徹底できていなかった。

C

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・家庭学習については二極化している。
→家庭での学習習慣が身に付かない児童には、
学校で対応するなどの柔軟な対応をしたい。

・「学び」の共通理解が教師間でできていない。
→次年度以降は、「学び」の取り組みではなく、よ
り各学年の児童の実態に合った、基礎基本の定
着を重視した宿題に取り組んでいく。



令和５年度　学校評価　品川区立旗台小学校

評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

「旗台の子ども」に書かれているルールやマ
ナーを守り、落ち着いた生活をする児童の割
合を８５％以上にする。

・細かいルールの徹底はできていないところがあった。どこまで
がOKなのか再度共通理解が必要。 B

市民科の学習で集団生活におけるルールや
マナーについての理解を深める。

・児童の実態を生かしながら授業をすることができた。 B

挨拶運動を計画的に実施することで、すすん
であいさつをする児童を８０％以上にする。

・挨拶運動の際には頑張るが、日常で徹底できなかった。 B

「旗台の子ども」を活用し、あいさつやルー
ル、マナーなど基本的な生活習慣について
振り返る。

・ルールの確認はしたが、旗台の子どもは活用しなかった。
　 B

学校行事やたてわり班活動等を通して、主体
的に活動できる児童を８０％以上にする。

・６年生は多くの場面で活躍し、主体的に活動できた。
・たてわり班遠足では、高学年が低学年の面倒をしっかりと見ている
姿が見られた。

B

児童が楽しみ、力を発揮できる学校行事や
取組を計画的に設ける。

・クラスでの取り組みを設ける余裕がない。
・高学年は責任をもってたてわり班の活動を進めることができた。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・旗台フェスは児童が主体的に取り組むことがで
きるので、児童にとっては楽しみな行事である。
→意図的・計画的に取り組ませ、達成感をさらに
得られるようにしたい。
・クラスで取り組みを考える余裕がない。
→たてわり班の掲示板を活用したり、ロイロノート
を活用して担当に伝えたりするなど高学年の自主
的な活動を促していく。低中学年でも実行委員等
を設け、力を発揮できる機会を作る。

○すべての教育活動を通して児童に人として生きていくうえで必要な知識や技術、技能を身に付けさせ、様々な場面
で実践できるようにさせることや、社会性や人間性、主体性を育成する。
・市民科の学習において、学校・社会のルールやマナーに関する理解を深める。
・挨拶など、基本的な生活習慣を身に付けさせる。
・学校行事やたてわり班活動を活用して児童の社会性、人間性の育成を図る。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・教員がしっかり共通認識をもち、同じ方向を向いて徹
底させる必要がある。
→教職員の生活指導に対する意識や指導の違いをな
くし、きまりやルール、指導の重点をしっかりと共有し、
児童に対する指導までしっかりと行う。

・市民科については、重点項目を決めた方が良いと思
う。
→年度当初に市民科研修を行う。

②

・挨拶が日常化していない。
→①次年度の挨拶運動の取り組み方を見直し、
日常的に自ら挨拶する児童の姿を目指す。②い
つでも誰にでもすすんで挨拶する姿を教員自らが
手本になるとともに、放送でも呼びかけるなど挨
拶することが当たり前の校風を目指す。

・「旗台の子ども」を活用しなかった。
→年度当初だけでなく、必要に応じて活用する。



令和５年度　学校評価　品川区立旗台小学校

評価項目３　体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

前年度の体力調査の結果を全教員で周知
し、すべての種目において都平均の下限５ポ
イント以内とする。

・運動能力の低下を感じる。
・全職員の周知を期待する。 B

日常の体育学習の成果を発揮できるような
体育的行事等を企画・実施する。

・運動会で高学年はとてもよい演技を作り上げることができた。

B

体育授業においてＴＡの補助を効果的に活
用し、体育の楽しさを味わわせ、児童の体育
に対する意欲を向上させる。

・TAさんにはとても助けていただいた。　 B

スポーツトライアルやワンミニッツエクササイ
ズにもＴＡを活用し、運動技能の向上を目指
す。

・今年度は運動会練習や水泳指導を中心に予定を組んだた
め、トライアルやワンミニッツでの活用ができなかった。 B

基本的な生活習慣を身に付け、安全で健康
な生活を心掛ける児童の割合を８５％以上に
する。

・基本的には安全で健康な生活のための行動を考えられる
が、家庭環境によっては遅刻などが多く、家庭の協力も得られ
ず生活習慣を身に付けるのが難しい児童もいる。

B

養護教諭と連携し、健康指導、特に感染予
防等の指導を充実させる。

・いつもとても熱心に保健指導していただきありがたい。
保健の授業でも必要に応じてお話していただきたい。 A

栄養士によるアレルギー対応を含めた教職
員対象の研修を実施するとともに児童対象
の食育指導を各学年で計画的に実施する。

・養護教諭の山口先生を始め、生活指導部が細部まで考え、
研修をしてくれたことが大変大きな学びになった。
・とても丁寧な対応がありがたい。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・家庭との連携が難しい児童がいる。ただ、
中学校への引継ぎも難しいと感じる。
→今まで通り丁寧に家庭との連絡をとってい
く。２月の小中の引継ぎを入念に行う。

・養護教諭の保健指導や日常的な子どもた
ちへの対応が素晴らしい。
→今後も続けていく。

・栄養士さんの日常的な細かな配慮が素晴
らしい。アレルギー研修は年度当初に行う。
→今後も続けていく。

○児童が生涯にわたって健康の保持・増進のための基本的な生活習慣を習得するために、日常的に運動に楽しん
だり食について考えたりする活動を意図的・計画的に取り入れる。
・児童がすすんで、楽しく運動ができるよう、TAを効果的に活用したり、意図的・計画的に体力向上を図ったりする。
・健康についての知識を深め、基本的な生活習慣を身に付けさせる。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・運動能力の低下を感じる。
→低学年から基本的な動きや体力づくりの
つながる運動を体育の授業の中で継続的に
指導する必要がある。

・来年度もTAさんに助けていただきたい。特
に器械運動は指導に個人差が生まれやすい
ので、来ていただけると助かる。
→①TAの効果的な活用方法を体育的行事
委員会や運営委員会、管理職と相談しなが
ら進めていく。②TAの配置や、年間計画に合
わせた体育用具の整備等を計画的に行う。

・スポーツトライアルやワンミニッツをさらに活
用したい。
→日常的に活用し、生涯学習につなげる。



令和５年度　学校評価　品川区立旗台小学校

評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

アンケート調査の結果や日常の行動等によ
り、対応が必要と判断される児童について
は、すぐに面談をし、情報の共有を行い
１００％対応する。

・管理職がすぐに相談に乗ってくれるので、大変心強い。特に
校長には、週案で毎回励ましの付箋をいただき、心の支えに
なっている。
・アンケートだけでなく、児童の実態を学年などで話したり、役
割分担して対応したりしたことがとても良かった。

A

自校（月１回）と区（学期１回）のアンケート調
査を行い、必要と判断される場合には確実に
面談を行う。

・アンケートを実態把握に生かせた。 A

各学級における落ち着かない、集中できない
など配慮が必要な児童に対して「子どもを語
る会」で情報を共有し、全教職員で対応す
る。

・周知徹底できた。
・情報共有はできたが、全教職員で対応はできていないように
思う。居場所作りとして保健室や校長室で対応をしていただい
たことはとてもありがたかった。

A

いじめや不登校につながる可能性のある案
件についても「子どもを語る会」を活用して情
報の共有を行うと同時にＳＣとの連携を密に
する。

・連携をしっかり取れた。
・特別支援委員会も定期的に行うことができ、今後の支援等に
ついて担任だけでなく学校としての対応を検討することができ
た。

A

いじめ０を目指し、そのための児童観察を常
時行うようにし、早期発見・早期対応を心掛
ける。

・心がけることができた。
・学年で情報共有を行い、役割分担して指導できた。 A

いじめ根絶バッジの活用や児童会が主体と
なったいじめ防止の取組を行い、いじめのな
い、見逃さない学校体制を構築する。

・いじめ根絶バッジの活用は検討する。
・いじめを根絶する児童会の取り組みを行うことができなかっ
た。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・改善策として難しいとは思うが、人手が足り
ない。担任一人では対応できないが、その分
個別で対応してくれる人がいなければ、担任
の責任になってしまう。人材を増やすことが
必要。学生ボランティアの配置とかは難しい
のか？
→大学に学生ボランティアの募集はすでに
出しているがまだ連絡もない。今後も募集を
広げていく。

③

・いじめのない学校体制を構築しようとしてい
るが未達。
→生活指導担当と相談しながら手立てを考
えて、来年度は確実に構築していく。
・日頃からの情報の共有と共に、何かあった
際の対応を、迅速かつ組織的に行う。
・代表委員の年間計画にいじめ根絶に対す
る取り組みを入れておく。・児童が中心となっ
て進める活動を考えていく。

重点目標

○人権尊重を児童・生徒指導の核としてとらえ、「いじめは絶対に許されない・許さない」という共通認識のもと、学
校・保護者・地域とで一人一人の児童・生徒の言動からいじめの兆候を見抜き、未然防止に全力を尽くすとともに事
故発生時には迅速な対応をとる。
・意図的・計画的にアンケート調査や面談等を行い、実態把握に努める。
・把握した事実を毎週木曜日に実施する「子どもを語る会」において情報共有と対応策について検討する。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・管理職の支えと学年間等の協力により、一
人で抱えることなく子どもたちと過ごすことが
できた。
→今後とも管理職の協力のもと複数で対応
し、それぞれで支え合っていく。また区のアン
ケートや自校のアンケート等をして対応して
いく。



令和５年度　学校評価　品川区立旗台小学校 公開

評価項目●　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

たてわり班活動を充実させ、振り返りを行
い、肯定的な評価９０％以上の達成を目指
す。

・振り返りの指導が難しい。　　　　 B

たてわり班活動を通して異学年集団における
高学年児童のリーダーシップの発揮やより良
い人間関係の形成を図る。

・リーダーシップは見られるようになった。

B

「読書タイム」を有効に活用し、児童アンケー
トにおける言語や読書活動への肯定的な評
価を９０％以上にする。

・読書への取り組みは二極化している。B時程になることも多
く、読書タイムの時間が十分ではなかった。
・読み聞かせボランティアが増えるとよい。 B

基礎・基本の時間を活用し、言語力と学習へ
の集中力の向上を図る。６月と１０月に読書
月間を設ける。

・読書月間は有効である。
・先生方のおすすめの本のコーナーがとてもすてきである。大
変だと思うが続けてほしい。

B

小中一貫教育の研修において見直した市民
科の「一貫プラン」を全学年において授業に
生かす。

・形骸的にならないようにしたい。 B

学校と保護者、地域が協力し、外部人材の
積極的な活用など、コミュニティ・スクールとし
てできることを工夫していく。

・CSの絶大な協力をいただき、大変感謝している。
・引き続き活用したい。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・「一貫プラン」の指導をもっと共有したい。o
→一貫プランで何を目指しているのか、きち
んと年度初めに説明があると良い。紙面だけ
ではなかなか理解が難しい。
・CSが窓口になり、私たちの指導が成り立っ
ている。
→今後も計画的にお願いする。

○荏原第五中学校との一貫教育のさらなる充実のため、計画的に連携・情報交換等を行う。
・互いに研修を進め、児童・生徒の９年間を見通した指導を行うよう、連携を強化する。
・言語力の育成をきっかけとし、学習に対する集中力を育てる。（低学年におけるサントレの導入と、１～６年生読み
聞かせ等を計画的に進める。）

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・今後もたてわり班活動を充実させていく。
→①６年生だけでなく、みんなで楽しむ雰囲
気をつくるためには、縦割り班活動前の各学
級での指導が有効だと思う。
②市民科活動部や高学年の担任だけでな
く、学校全体としてたてわり班の意義を理解
し、より良い人間関係を気付ける活動にして
いく。
③縦割り班での６年生の活躍を６年担任に
フィードバックされると良い。

②

・読書の楽しさを伝えたい。高学年でも物語
や小説などを読んでいる児童が少ないように
感じる。
→読書の必要性を家庭にも周知するととも
に、担任も学年にふさわしい本を児童が触れ
ることができるように工夫をしていく必要があ
る。


